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(A) Research background (Previous studies) 

沸石は地殻表面から浅部にかけて広く見られ、近年

では火星表面に存在する可能性が示唆されるなど

(Ruff, 2003)、地殻表層で生じる普遍的な鉱物である。 

斜プチロル沸石と輝沸石は似た結晶フレームワーク

を有するものの Si/Al 比が異なる沸石であり、現在で

は Si/Al 比がそれらの区分に用いられている(Coombs 

et al., 1997)。しかし、輝沸石の Si/Al 比が同一結晶内

でそのしきい値を跨いで変化している場合もあり（石

原ら, 2022）、何をもって両者を区分すべきかは未解決

のままである。 

化学組成によらない輝沸石―斜プチロル沸石の分類

として 450℃で一晩加熱した試料の X 線回折ピークの

差異から分類する方法（マンプトン試験）が提案され

ている（Mumpton, 1960）。彼らは Si の含有量ととも

に熱耐性が向上すると考えていたが、フレームワーク

外の一価と二価のカチオン比が両者の差に影響を与え

ているという報告もある（Mason and Sand, 1960）。 

本論文ではこの問題を解決するために輝沸石と斜プ

チロル沸石の化学組成と熱的挙動の関係性を調べた。 

(B) Methods 

 試料の化学組成分析にはNa,K,Ca,Mg,Ba,Srは原子吸

光法を、Si は重量分析、Al は EDTA-ZnSO4を用いた滴

定法により行なった。試料の粉末 X 線回折には Philips

社製 X 線回折装置を用い、格子定数は粉末回折パター

ンのインデックスから最小二乗法を用いて計算した。 

(C) Results and Discussion 

 Koizumi and Kiriyama(1953)などにより，輝沸石を

少なくとも 230℃以上の温度で加熱すると A 相(初期

相)から B 相へと変化する事が分かっており、この変

化は(020)面の面間距離の変化で特徴づけられている。

本論文で測定された d(020)は A 相で約 8.95 Å、B 相

で 8.25 Åであり、この他に d(020)が 8.70 Å程度の I

相の存在も確認され、これらの相の出現関係から輝沸

石―斜プチロル沸石を三種類(輝沸石タイプ 1、輝沸石

タイプ 2、斜プチロル沸石)に分類した。 

 輝沸石タイプ 1、タイプ 2、斜プチロル沸石の順で

Ca に富む組成から Na, K と Si に富む組成へと遷移す

る傾向が見られた。この結果は沸石のフレームワーク

外カチオンの交換による熱的挙動の変化を示唆するも

のの、輝沸石から斜プチロル沸石の変化では同時に

Si/Al 比も上昇していることから別の要因も影響して

いる可能性も考えられる。 

(D) Conclusions (including Problems of the paper, 

Remarks, Relation to your own study etc) 

 高温下で初期相(A 相)の他に B 相と I 相の二種の分

解相が存在し、その出現関係から輝沸石を二つのサブ

グループに分類した。また、この熱的挙動の差は Si/Al

比と二価のカチオンの量により変化する事が分かった。 
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